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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月6日(2014.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚の抗老化治療のための方法において、
　ａ．　有効な量のボツリヌス毒素を顔および首の皮膚の領域に投与するステップと、
　ｂ．　配列番号１１、配列番号４、または配列番号４中に含有されて配列番号１１のア
ミノ酸配列を含む７～１２個の隣接するアミノ酸の配列からなる群から選択され、一般式
（Ｉ）：
　　　　　Ｒ１－ＡＡ－Ｒ２

　　　　　　　（Ｉ）
（式中、
　ＡＡは、配列番号１１、配列番号４、または配列番号４中に含有されて配列番号１１の
アミノ酸配列を含む７～１２個の隣接するアミノ酸の配列からなる群から選択される配列
であり、
　Ｒ１は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリル、置換
または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリールアルキル、置換または非
置換アリール、置換または非置換アラルキル、およびＲ５－Ｃ（Ｏ）－からなる群から選
択され、
　Ｒ２は、－ＮＲ３Ｒ４、－ＯＲ３および－ＳＲ３からなる群から選択され、ここで、Ｒ

３およびＲ４は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリル
、置換または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリールアルキル、置換ま
たは非置換アリール、および置換または非置換アラルキルからなる群から独立して選択さ
れ、
　ここで、Ｒ５は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリ
ル、置換または非置換アリール、置換または非置換アラルキル、置換または非置換ヘテロ
シクリル、および置換または非置換ヘテロアリールアルキルからなる群から選択される）
に従う美容的に有効な量の少なくとも１つのペプチド、その立体異性体、これらの混合物
、および／またはこれらの美容的に許容可能な塩と、
　少なくとも１つの美容的に許容可能な賦形剤または補助剤と
を含む美容組成物を１週間に１回～１日に１０回投与するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、前記皮膚の抗老化治療が、前記顔および／または首の
皮膚のしわを低減または除去するための治療であることを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、Ｒ１が、Ｈ、一般式（ＩＩＩ）
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（式中、ｎは１～１００の範囲である）のポリマー、およびＲ５－ＣＯ－（式中、Ｒ５は
、置換または非置換Ｃ１～Ｃ２４アルキルラジカル、置換または非置換Ｃ２～Ｃ２４アル
ケニルラジカル、置換または非置換Ｃ２～Ｃ２４アルキニルラジカル、置換または非置換
Ｃ３～Ｃ２４シクロアルキルラジカル、置換または非置換Ｃ５～Ｃ２４シクロアルケニル
ラジカル、置換または非置換Ｃ８～Ｃ２４シクロアルキニルラジカル、置換または非置換
Ｃ６～Ｃ３０アリールラジカル、置換または非置換Ｃ７～Ｃ２４アラルキルラジカル、３
～１０個の環員を有する置換または非置換ヘテロシクリルラジカル、２～２４個の炭素原
子を有すると共に１～３個の炭素以外の原子を有する置換または非置換ヘテロアリールア
ルキルラジカルからなる群から選択され、前記アルキル鎖は１～６個の炭素原子を有する
）からなる群から独立して選択されることを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、Ｒ３およびＲ４が、Ｈ、置換または非置換Ｃ１～Ｃ２

４アルキル、置換または非置換Ｃ２～Ｃ２４アルケニル、置換または非置換Ｃ２～Ｃ２４

アルキニル、置換または非置換Ｃ３～Ｃ２４シクロアルキル、置換または非置換Ｃ５～Ｃ

２４シクロアルケニル、置換または非置換Ｃ８～Ｃ２４シクロアルキニル、置換または非
置換Ｃ６～Ｃ３０アリール、置換または非置換Ｃ７～Ｃ２４アラルキル、３～１０個の環
員を有する置換または非置換ヘテロシクリル、および２～２４個の炭素原子を有すると共
に１～３個の炭素以外の原子を有する置換または非置換ヘテロアリールアルキル基（ここ
で、前記アルキル鎖は１～６個の炭素原子を有する）、ならびに一般式（ＩＩＩ）のポリ
マー（ここで、ｎは１～１００の範囲である）からなる群から独立して選択されることを
特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、ＡＡが、配列番号４、配列番号８、配列番号１１、配
列番号１４、配列番号１５、配列番号１６、配列番号１７、配列番号１８、配列番号１９
、配列番号２０、配列番号２１、配列番号２２、配列番号２３、配列番号２４、配列番号
２５および配列番号２６からなる群から選択される隣接するアミノ酸の配列であることを
特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法において、前記美容組成物が、一般式（ＩＩ）：
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（式中、
　ＸおよびＹは、天然アミノ酸および非天然アミノ酸からなる群から独立して選択され、
　Ｒ’１は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリル、置
換または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリールアルキル、置換または
非置換アリール、置換または非置換アラルキル、およびＲ５－Ｃ（Ｏ）－からなる群から
選択され、
　Ｒ’２は、－ＮＲ３Ｒ４、－ＯＲ３および－ＳＲ３からなる群から選択され、ここで、
Ｒ３およびＲ４は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリ
ル、置換または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリールアルキル、置換
または非置換アリール、および置換または非置換アラルキルからなる群から独立して選択
され、
　ここで、Ｒ５は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリ
ル、置換または非置換アリール、置換または非置換アラルキル、置換または非置換ヘテロ
シクリル、および置換または非置換ヘテロアリールアルキルからなる群から選択される）
の美容的に有効な量の少なくとも１つのエンケファリン由来のペプチド、その立体異性体
、これらの混合物、および／またはこれらの美容的に許容可能な塩をさらに含有すること
を特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法において、一般式（ＩＩ）中に含有される前記隣接するアミノ酸
の配列が、配列番号３３、配列番号３４、配列番号３５、配列番号３６、配列番号３７お
よび配列番号３８からなる群から選択される配列であることを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法において、前記美容組成物が、一般式（ＩＶ）：
　　Ｒ’’１－Ａｐ－Ｂｒ－ＡＡ１－ＡＡ２－ＡＡ３－ＡＡ４－ＡＡ５－ＡＡ６－Ｃｓ－
Ｄｔ－Ｒ’’２

　　　　　　　　　　　（ＩＶ）
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（式中、
　ＡＡ１は、－Ａｓｐ－、－Ｇｌｕ－および－Ｐｒｏ－からなる群から選択され、
　ＡＡ２は、－Ａｓｐ－であり、
　ＡＡ３は、－Ｔｙｒ－および－Ａｒｇ－からなる群から選択され、
　ＡＡ４は、－Ｐｈｅ－および－Ｔｙｒ－からなる群から選択され、
　ＡＡ５は、－Ａｒｇ－および－Ｌｙｓ－からなる群から選択され、
　ＡＡ６は、－Ｌｅｕ－および－Ｍｅｔ－からなる群から選択され、
　Ａ、Ｂ、ＣおよびＤは、天然アミノ酸および非天然アミノ酸からなる群から独立して選
択され、
　ｐ、ｒ、ｓおよびｔは独立して選択され、そして０～１の範囲であり、
　Ｒ’’１は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリル、
置換または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリールアルキル、置換また
は非置換アリール、置換または非置換アラルキル、およびＲ’５－Ｃ（Ｏ）－からなる群
から選択され、
　Ｒ’’２は、－ＮＲ’３Ｒ’４、－ＯＲ’３および－ＳＲ’３からなる群から選択され
、ここで、Ｒ’３およびＲ’４は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非
置換アリシクリル、置換または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリール
アルキル、置換または非置換アリール、および置換または非置換アラルキルからなる群か
ら独立して選択され、
　ここで、Ｒ’５は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシク
リル、置換または非置換アリール、置換または非置換アラルキル、置換または非置換ヘテ
ロシクリル、および置換または非置換ヘテロアリールアルキルからなる群から選択される
）
の美容的に有効な量の少なくとも１つのペプチド、その立体異性体、これらの混合物、お
よび／またはこれらの美容的に許容可能な塩をさらに含有することを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法において、前記美容組成物が、局所経路、経皮経路、経腸経路ま
たは非経口経路、接着または非接着パッチ、経口、経鼻または吸入経路によって、あるい
は皮内、筋肉内、静脈内、腹腔内または皮下注射、イオントフォレーシス、ソノフォレー
シス、エレクトロポレーション、機械的圧力、浸透圧勾配、閉塞治療、マイクロインジェ
クション、針を用いない圧力注入、マイクロエレクトリックパッチによって投与されるこ
とを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法において、一般式（Ｉ）および／または（ＩＩ）の前記ペプチド
が、リポソーム、混合リポソーム、オレオソーム、ニオソーム、ミニ粒子、ミリ粒子、マ
イクロ粒子、ナノ粒子および固体脂質ナノ粒子、ナノ構造脂質キャリア、スポンジ、シク
ロデキストリン、小胞、ミセル、界面活性剤の混合ミセル、界面活性剤－リン脂質混合ミ
セル、ミリスフェア、マイクロスフェア、ナノスフェア、リポスフェア、ミリカプセル、
マイクロカプセル、ナノカプセル、マイクロエマルジョンおよびナノエマルジョンからな
る群から選択される送達系または徐放系に取り込まれることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の方法において、前記美容組成物が、クリーム、多重エマルジョン、無
水組成物、水性分散体、油、乳液、バルサム、フォーム、ローション、ジェル、クリーム
ジェル、水性アルコール溶液、水性グリコール溶液、ヒドロゲル、リニメント、血清、セ
ッケン、シャンプー、コンディショナー、血清、軟膏、ムース、ポマード、パウダー、バ
ー、ペンシル、スプレーおよびエアロゾルからなる群から選択される製剤をもたらすこと
を特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１に記載の方法において、前記美容組成物が、カプセル、バイアル、シリンジ、
プレロードシリンジ、アンダーアイコンシーラー、メイクアップファンデーション、メイ
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クアップ除去ローション、メイクアップ除去乳液、アイシャドー、口紅、リップグロス、
リッププロテクターおよびパウダーからなる群から選択される製品に取り込まれて見出さ
れることを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１に記載の方法において、前記美容組成物が、布、不織布、衣類または医療デバ
イスに取り込まれることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１に記載の方法において、前記美容組成物が、環状アデノシン一リン酸合成刺激
剤、エラスターゼ阻害剤、基質メタロプロテイナーゼ阻害剤、メラニン合成刺激剤または
阻害剤、美白剤または脱色剤、着色促進剤、セルフタンニング剤、抗老化剤、ＮＯ－シン
ターゼ阻害剤、５α－レダクターゼ阻害剤、リジルヒドロキシラーゼおよび／またはプロ
リルヒドロキシラーゼ阻害剤、酸化防止剤、フリーラジカルスカベンジャーおよび／また
は大気汚染に対する薬剤、反応性カルボニル種スカベンジャー、抗糖化剤、抗ヒスタミン
剤、抗ウィルス剤、抗寄生虫剤、乳化剤、皮膚軟化剤、有機溶媒、液体噴射剤、スキンお
よび／またはヘアコンディショナー、湿潤剤、水分を保持する物質、アルファヒドロキシ
酸、ベータヒドロキシ酸、保湿剤、上皮加水分解酵素、ビタミン、顔料または着色剤、色
素、ゲル化ポリマー、増粘剤、界面活性剤、軟化剤、抗しわ剤、目の下のクマを低減また
は治療可能な薬剤、剥脱剤、抗菌剤、抗真菌剤、静真菌剤、殺菌剤、静菌剤、真皮または
上皮の巨大分子合成を刺激する薬剤および／またはこれらの分解を阻害もしくは防止する
ことができる薬剤、コラーゲン合成刺激剤、エラスチン合成刺激剤、デコリン合成刺激剤
、ラミニン合成刺激剤、デフェンシン合成刺激剤、シャペロン合成刺激剤、アクアポリン
合成刺激剤、ヒアルロン酸合成刺激剤、フィブロネクチン合成刺激剤、サーチュイン合成
刺激剤、脂質および角質層成分の合成を刺激する薬剤、セラミドの合成を刺激する薬剤、
コラーゲン分解を阻害する薬剤、エラスチン分解を阻害する薬剤、カテプシンＧなどのセ
リンプロテアーゼを阻害する薬剤、線維芽細胞増殖を刺激する薬剤、ケラチノサイト増殖
を刺激する薬剤、脂肪細胞増殖を刺激する薬剤、メラノサイト増殖を刺激する薬剤、ケラ
チノサイト分化を刺激する薬剤、脂肪細胞分化を刺激する薬剤、アセチルコリンエステラ
ーゼを阻害する薬剤、皮膚弛緩剤、アセチルコリン受容体凝集を阻害する薬剤、筋収縮を
阻害する薬剤、グリコサミノグリカン合成刺激剤、抗過角化剤、面皰溶解剤、抗乾癬剤、
ＤＮＡ修復剤、ＤＮＡ保護剤、安定剤、抗掻痒剤、敏感肌の治療および／またはケアのた
めの薬剤、固化剤、抗ストレッチマーク剤、結合剤、皮脂産生を制御する薬剤、脂肪分解
剤または脂肪分解を刺激する薬剤、抗セルライト剤、制汗剤、治癒を刺激する薬剤、コア
ジュバント治癒剤、再上皮化を刺激する薬剤、コアジュバント再上皮化剤、サイトカイン
成長因子、鎮静剤、抗炎症剤、麻酔剤、毛細血管循環および／または微小循環に作用する
薬剤、血管新生を刺激する薬剤、血管透過性を阻害する薬剤、静脈強壮剤、細胞代謝に作
用する薬剤、真皮－上皮接合部を改善する薬剤、発毛を誘発する薬剤、発毛阻害または遅
延剤、防腐剤、芳香剤、キレート剤、植物抽出物、精油、海洋抽出物、バイオ発酵プロセ
スから得られる薬剤、無機塩、細胞抽出物および日焼け止め、紫外線Ａおよび／またはＢ
に対して活性な有機または無機光防護剤、ならびに／またはこれらの混合物の群から選択
される美容的に有効な量の少なくとも１つの活性剤をさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１に記載の皮膚の抗老化治療のためのキットにおいて、
　ａ．　ボツリヌス毒素と、
　ｂ．　配列番号１１、配列番号４、または配列番号４中に含有されて配列番号１１のア
ミノ酸配列を含む７～１２個の隣接するアミノ酸の配列からなる群から選択され、一般式
（Ｉ）：
　　　　　Ｒ１－ＡＡ－Ｒ２

　　　　　　　（Ｉ）
（式中、
　ＡＡは、配列番号１１、配列番号４、または配列番号４中に含有されて配列番号１１の
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アミノ酸配列を含む７～１２個の隣接するアミノ酸の配列からなる群から選択される配列
であり、
　Ｒ１は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリル、置換
または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリールアルキル、置換または非
置換アリール、置換または非置換アラルキル、およびＲ５－Ｃ（Ｏ）－からなる群から選
択され、
　Ｒ２は、－ＮＲ３Ｒ４、－ＯＲ３および－ＳＲ３からなる群から選択され、ここで、Ｒ

３およびＲ４は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリル
、置換または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリールアルキル、置換ま
たは非置換アリール、および置換または非置換アラルキルからなる群から独立して選択さ
れ、
　ここで、Ｒ５は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリ
ル、置換または非置換アリール、置換または非置換アラルキル、置換または非置換ヘテロ
シクリル、および置換または非置換ヘテロアリールアルキルからなる群から選択される）
に従う美容的に有効な量の少なくとも１つのペプチド、その立体異性体、これらの混合物
、および／またはこれらの美容的に許容可能な塩と、
　少なくとも１つの美容的に許容可能な賦形剤または補助剤と
を含む少なくとも１つの美容組成物と
を含むことを特徴とするキット。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のキットにおいて、前記美容組成物が、一般式（ＩＩ）：

（式中、
　ＸおよびＹは、天然アミノ酸および非天然アミノ酸からなる群から独立して選択され、
　Ｒ’１は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリル、置
換または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリールアルキル、置換または
非置換アリール、置換または非置換アラルキル、およびＲ５－Ｃ（Ｏ）－からなる群から
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選択され、
　Ｒ’２は、－ＮＲ３Ｒ４、－ＯＲ３および－ＳＲ３からなる群から選択され、ここで、
Ｒ３およびＲ４は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリ
ル、置換または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリールアルキル、置換
または非置換アリール、および置換または非置換アラルキルからなる群から独立して選択
され、
　ここで、Ｒ５は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリ
ル、置換または非置換アリール、置換または非置換アラルキル、置換または非置換ヘテロ
シクリル、および置換または非置換ヘテロアリールアルキルからなる群から選択される）
の美容的に有効な量の少なくとも１つのエンケファリン由来のペプチド、その立体異性体
、これらの混合物、および／またはこれらの美容的に許容可能な塩
　および／または、一般式（ＩＶ）：
　　Ｒ’’１－Ａｐ－Ｂｒ－ＡＡ１－ＡＡ２－ＡＡ３－ＡＡ４－ＡＡ５－ＡＡ６－Ｃｓ－
Ｄｔ－Ｒ’’２

　　　　　　　　　　　（ＩＶ）
（式中、
　ＡＡ１は、－Ａｓｐ－、－Ｇｌｕ－および－Ｐｒｏ－からなる群から選択され、
　ＡＡ２は、－Ａｓｐ－であり、
　ＡＡ３は、－Ｔｙｒ－および－Ａｒｇ－からなる群から選択され、
　ＡＡ４は、－Ｐｈｅ－および－Ｔｙｒ－からなる群から選択され、
　ＡＡ５は、－Ａｒｇ－および－Ｌｙｓ－からなる群から選択され、
　ＡＡ６は、－Ｌｅｕ－および－Ｍｅｔ－からなる群から選択され、
　Ａ、Ｂ、ＣおよびＤは、天然アミノ酸および非天然アミノ酸からなる群から独立して選
択され、
　ｐ、ｒ、ｓおよびｔは独立して選択され、そして０～１の範囲であり、
　Ｒ’’１は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシクリル、
置換または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリールアルキル、置換また
は非置換アリール、置換または非置換アラルキル、およびＲ’５－Ｃ（Ｏ）－からなる群
から選択され、
　Ｒ’’２は、－ＮＲ’３Ｒ’４、－ＯＲ’３および－ＳＲ’３からなる群から選択され
、ここで、Ｒ’３およびＲ’４は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非
置換アリシクリル、置換または非置換ヘテロシクリル、置換または非置換ヘテロアリール
アルキル、置換または非置換アリール、および置換または非置換アラルキルからなる群か
ら独立して選択され、
　ここで、Ｒ’５は、Ｈ、置換または非置換非環状脂肪族基、置換または非置換アリシク
リル、置換または非置換アリール、置換または非置換アラルキル、置換または非置換ヘテ
ロシクリル、および置換または非置換ヘテロアリールアルキルからなる群から選択される
）
の美容的または薬学的に有効な量の少なくとも１つのペプチド、その立体異性体、これら
の混合物、および／またはこれらの美容的または薬学的に許容可能な塩
をさらに含有することを特徴とするキット。
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